




2014年（平成26年）10月号 2014年（平成26年）10月号第136号 第136号（2） （3）

ボランティア活動センターコーナーボランティア活動センターコーナー

　みなさまからお寄せいただいた募金の内、一般募金は翌年のさまざまな福祉活動の財源と
して主に芦屋市社会福祉協議会に配分され、下記のように地域の事業や支援に活用されます。
また、歳末たすけあい募金は、高齢者、障がい者、母子・父子家庭、その他支援を必要とする世
帯へその年の歳末たすけあい運動として活用されます。

高齢者施設・団体、障がい者施設・団体、支援が必要な
世帯へ配分されます。8,283,000円 1,717,000円

一般募金……………………10,000,000円内訳 歳末たすけあい募金…………1,800,000円

平成27年度に配分

高齢者福祉のために

2,692,000円
高齢者のつどいの開催、高齢者会食懇談会、
老人保健福祉月間行事、老人福祉月間啓発事業

高齢者福祉のために

2,692,000円
高齢者のつどいの開催、高齢者会食懇談会、
老人保健福祉月間行事、老人福祉月間啓発事業

ボランティア活動の推進のために

1,126,000円
ボランティア講座や福祉学習の開催、

ボランティア活動助成　ほか

ボランティア活動の推進のために

1,126,000円
ボランティア講座や福祉学習の開催、

ボランティア活動助成　ほか 誰もが地域で安心して生活するために
（小地域福祉活動）

2,344,000円
地区福祉委員会活動、
経済的に支援が必要な世帯への夏季援助　ほか

誰もが地域で安心して生活するために
（小地域福祉活動）

2,344,000円
地区福祉委員会活動、
経済的に支援が必要な世帯への夏季援助　ほか

児童、母子・父子福祉のために

585,000円
子ども会活動の支援、

母子・父子家庭支援　ほか

児童、母子・父子福祉のために

585,000円
子ども会活動の支援、

母子・父子家庭支援　ほか

福祉情報の発信とPRのために

602,000円
社協だより、地区福祉だよりの発行　ほか

福祉情報の発信とPRのために

602,000円
社協だより、地区福祉だよりの発行　ほか

障がい児・者福祉のために

503,000円
移送サービス、

障がい者とのふれあい市民運動会　ほか

障がい児・者福祉のために

503,000円
移送サービス、

障がい者とのふれあい市民運動会　ほか

その他の福祉活動のために

431,000円
その他の福祉活動のために

431,000円

芦屋市社会福祉協議会へ 県内の福祉施設・団体へ 平成26年度の歳末たすけあい運動へ

芦屋市共同募金委員会　平成26年度目標額……11，800，000円芦屋市共同募金委員会　平成26年度目標額……11，800，000円

このように、芦屋で
集まった共同募金
は、寄付した方々の
地域、芦屋で活きる
寄付金です。

このように、芦屋で
集まった共同募金
は、寄付した方々の
地域、芦屋で活きる
寄付金です。

内訳

高齢者のつどい

地区福祉委員会活動

中学校での福祉学習

芦屋の福祉・
地域活動
のために

芦屋市ファミリー・サポート・センター
●講　師：絵本で子育てセンター　絵本講師
●内　容：第1回　音と絵本のふしぎな関係
　　　　　第2回　絵と文のふしぎな関係
●定　員：30名　　●参加費：無料
●対　象：ファミサポ会員、子育て中・子育てに関心のある方
●託　児：生後6か月から先着10名（利用料：ひとり1回200円）
●申込み・お問い合わせ：芦屋市ファミリー・サポート・センター
　TEL：0797－25－0521　10月27日（月）から電話にて受付
　★1回だけの参加も可

　　　　　
　　　　　

社会福祉協議会へのご寄付ありがとうございました（敬称略）
7/14　伊勢町高年クラブ　15,000円 7/15　金澤佳代子　10,000円

普通会員 194名（金額209,000円）
期間中に加入した人数（117）
泉川　悦子　　　倉内　弘子
下村　安子　　　忠津　さち子
瀬川　保子　　　土田　キク
園田　喜代子　　橋本　明美
中村　杜美子　　藤井　順子
中村　町子　　　三上　邦江
丸谷　洋子　　　山村　利勝
片倉　照子

団体会員 25団体（金額85,000円）
期間中に加入した団体（15）
春日老人クラブ

芦屋地区更生保護女性会
業平町自治会　　山芦屋老人クラブ
芦屋市身体障害者福祉協会
打出町北寿会　　中芦屋大寿会
山手町内会　　　東芦屋町自治会
春日町自治会　　楠町自治会
東山町自治会

賛助会員 6名（金額9,000円）
期間中に加入した人数（3）

特別会員 14名（金額145,000円）
期間中に加入した人数（5）
㈱太陽商会　　朝日ヶ丘町自治会

子育てに役立つ情報を発信します!!
ファミサポの会員をはじめ、子育てに関心の
ある方や子育て真最中の方もご利用ください!!

●日　程：11月6日～ 3月5日の毎週木曜日
　　　　　（年末年始を除く）　全15回
　　　　　13：30～ 15：30
●場　所：保健福祉センター 2階　団体会議室1
●受講料：2,000円（社協会員は1,000円）
　　　　　※別途テキスト代 3,240円
●定　員：20名
●申込み：社協ボランティア活動センター　TEL：0797－32－7525
　　　　　10月2日（木）から受付開始（先着順）

　芦屋おもちゃ図書館は、子どもと保護者の為の遊び場です。
たくさんのおもちゃを用意して、月に2回活動しています。
　現在、スタッフ6人で活動していますが、今回、資格を保有
するボランティアを募集します。保育士又は、幼稚園教諭とし
ての経験を、おもちゃ図書館で活かしませんか。
　子育て世代の方で、お子さんと一緒の参加も大歓迎です。
●活動日：毎月第1土曜日（12：00～16：00）・
　　　　　　　第3水曜日（9：00～13：00）
　※上記に加え、第1火曜日と第3火曜日午前中にミーティングを実施しています。
●場　所：保健福祉センター 2階　団体会議室2
●定　員：若干名（先着順）
●申込み：社協ボランティア活動センター　TEL：0797－32－7525
まずは体験参加から、お気軽にお問い合わせください！

　創立30年の芦屋ボランティア団体の過去・
現在・未来の活動を紹介すると共に震災20年の節目を迎え、復興
に果たすボランティアの役割を考える。
●日　程：11月29日（土）13：00～ 16：30
●場　所：保健福祉センター 3階 多目的ホール、会議室1、2
●内　容：・基調講演「復興とボランティアの力」
　　　　　　　　　　貝原　俊民氏（兵庫県前知事）
　　　　　・ヘルマンハープ演奏「プチ・エリーゼ」
　　　　　・落語　桂　福丸　他
●お問い合わせ：社協ボランティア活動センター
　　　　　　　　TEL：0797－32－7525

社協会費へのご協力ありがとうございます
会員 239名（448,000円） ※掲載希望者のみ 

（平成26年6月10日～8月20日現在）

　以前、当県営高層住宅（298戸、
入居数約270戸、14階建て3棟）
は、高齢者がどこに何人いるかは
自治会では把握できておらず、見
守りするにも、困っていました。
　数年前のことです。一人暮らし
の女性のお年寄りが亡くなられま
した。何時も自治会のイベントが
あれば、必ずと言っていい程顔を見せられていましたが、その年
の“餅つき”の日、顔を見せられませんでした。周囲の人は心配
しながらも、いつものように娘さんの処へ行かれたのかな！？く
らいにしか思っていませんでした。しかし、一週間ほどして娘さ
んが来訪すると、室内で倒れているお母さんを発見、意識があっ
たので、救急車で病院へ運ばれたものの、残念ながら二日後に息
を引き取られました。脱水症でした。後でわかったことは“餅つ
き”の二日前に倒れ、八日間生きておられました。

　これを契機に、倒れて意識のある人が電話も出来ない、警報ボ
タンも押せない、声が出せない時に、救急を知らせる方法は無い
かを考え、携帯が可能な警報ブザーを自治会が購入し、高齢者の
一人暮らしに限らず、希望者に貸与することにしました。また、
万一の連絡先等を記した、名簿を作成しました。
　次に、高齢者の把握として、65歳以上の方全員に“敬老の
日”にお祝いを贈ることとし、高齢者、自らが申告してもらうよ
うにし、ほぼ確認できるようになりました。また、災害時要援護
者についても、自主的に報告してもらい（個人情報になる為）、
ある程度の確認も出来ています。他に自治会では、高齢者、病弱
な方、足腰の不自由な方への大型ごみ搬出手伝いや、車いすの貸
し出しを行っています。また、有志で、潮見小学校児童の登校見
守りや自治会、老人会（ひまわり会）の運営、そして大勢の花愛
好者によって住宅の周囲は、様々な花を咲かせています。
　いつまでも安心して住みよい街になることを願い、これからも
お互いで支えあっていけたらと思っています。

若葉町7番自治会　会長　足立　裕一若葉町7番自治会の地域福祉活動

お役立
ち
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座

場　所開催日 時　間
11月12日（水） 音と絵本のふしぎな関係 保健福祉センター

3階　会議室1
第1回

12月10日（水） 絵と文のふしぎな関係第2回

<入門編>

「第７回 芦屋市障がい児・者作品展」
と出展作品の募集
作
品
展

出

　展

芦屋ボランティア連絡会 　30周年の集い

芦屋ろうあ協会所有・
あしやおもちゃ工場製作

手話ボランティア養成講座手話ボランティア養成講座
　初心者向けの講習なので、今まで手話にふ
れたことがない方でも安心して受講下さい。

●開催日：11月6日（木）～12日（水）9：30～17：00
●会　場：保健福祉センター（エントランスホール）・
　　　　　木口記念会館（1階ホール）

●募集作品：絵画、写真、手芸、書道、陶芸、工作等
●対象者：市内在住・在学・在勤の障がいのあるかた
●作品受付：10月27日（月）～10月29日（水）9：00～17：00
　　　　　　社協ボランティア活動センターへ持参
●お問い合わせ：社協ボランティア活動センター
　TEL：0797－32－7525／FAX：0797－32－7538

芦屋おもちゃ図書館　保育士又は幼稚園教諭メンバー募集!!芦屋おもちゃ図書館　保育士又は幼稚園教諭メンバー募集!!

●日　程：11月15日（土）
　　　　　①10：10　②13：00　③15：30
●会　場：芦屋ルナ・ホール　　●費　用：1,000円
　当日社協だより（第136号）の持参にて、800円でご鑑賞いただけます。
　※他の割引との併用はできません。

認知症サポーター養成講座（基礎編）
●日　程：11月6日（木）13：30～15：00
●場　所：保健福祉センター 3階 会議室1
●対　象：市内在住及び在勤の方　　●定　員：30名
●申込み：芦屋市社会福祉協議会　TEL：0797－32－7530

©2013「ペコロスの母に会いに行く」制作委員会

認知症の母みつえと
バツイチ・ハゲちゃびんの僕
いとおしくて、
ホロリ切ない 僕らの毎日。

ペコロスの母に会いに行く

共同募金の使いみち共同募金の使いみち

社協
共催

いきいき
シネマサロンシネマサロン
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次号は2015年1月発行予定です。

（4） （1）

社協だよりは、福祉推進委員、民生児童委員、自治会等の協力を得て配布しています。
赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

社協とは・・・？
社協（社会福祉協議会）とは社会福祉法第109条に定
められている「地域福祉の推進を図ることを目的とす
る団体」です。全国・都道府県・市町村に設置され、地
域住民や社会福祉関係者の参加により、地域の福祉推
進の中核としての役割を担い、さまざまな活動を行っ
ている非営利の社会福祉法人の民間組織です。

発　行

社会福祉法人　芦屋市社会福祉協議会
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9

TEL0797（32）7530　 FAX0797（32）7529

あ
し
や

あ
し
や社協だより社協だより社協だより
Vol.136 2014 October

発　行

社会福祉法人　芦屋市社会福祉協議会
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9

TEL0797（32）7530　 FAX0797（32）7529

社会福祉法人  緑水会 介護付有料老人ホーム

〒659‒0012 芦屋市朝日ヶ丘町9番1号

TEL0797-23-1200

見学会 随時受付中
お気軽にお電話ください。

社会福祉法人運営の介護付有料老人ホーム
芦屋 山の手でシニアライフを

ホームページ 検索芦屋 アラベラ

空室あり

①縦、横の列すべてに1～9の
数字がひとつずつ入ります。
②太線で囲まれた3×3のブロ
ック（全部で9つ）にも1～9の
数字が1つずつ入ります。

アとイのマスに入った数字の足し算
の答えはいくつでしょう？

6

9 82

63

7 41

6 94

1 8 95
3 4

8

21 5
イ

ア

7
1 53

①答え　②住所　③氏名　④電話番号　⑤年齢
⑥紙面のご感想　をご記入の上、
〒659-0051  芦屋市呉川町14-9  芦屋市社協
「クイズ」係までご応募ください。（11月末日必着）
【Eメール可　件名に「クイズ回答」と書いてください】
前号（7月号）クイズの正解は、【問1】12 （4×3）
【問2】呉川町　でした。
多数ご応募いただきありがとうございました。
応募いただいた正解者の中から抽選で20名の方
に500円の図書カードをプレゼントいたします。
当選者の発表は、図書カードの発送をもって替えさ
せていただきます。

はがきに
（ 問1、問2 いずれでもかまいません ）

〔広告〕

クイズ回答者紙面感想より
ワンコインサロンに母を誘って行ってみたくなりま
した。

問　題

ルール

応募要領

問1 ナンプレ問1 ナンプレ

問2 漢　字問2 漢　字

●時　間：10：30～11：30（書道は10時から）
●場　所：保健福祉センター1階　高齢者交流室
●対　象：60歳以上　　●参加費：100円　　●材料費：別途　　●定　員：15名
●キャンセル：開催前日までにお電話連絡お願いいたします。なお、当日のキャンセル
　　　　　　　は参加・材料費を頂戴いたしますので、予めご承知おきください。
●申込み：上記申込み日の9：00～　TEL：0797－32－7530（先着順）

申込み開始実施日 プログラム 指　導
書道を楽しみましょう。名前の書き方 佐久間美保氏 10月2日（木）10月10日（金）
アートセラピー 佐久間潤子氏 10月2日（木）10月24日（金）
書道を楽しみましょう。「年賀状」や「表書き」 佐久間美保氏 11月4日（火）11月14日（金）
和紙ちぎり絵 安達晃子氏 11月4日（火）11月28日（金）
箸袋と和紙で作るストラップ 西浦真理子氏 12月1日（月）12月12日（金）

ワンコインサロンワンコインサロン
問　題 何と読むでしょうか。

①戦ぐ　②雪ぐ　③神無月

任期：H25.7.1からH27.6.30

 　氏　名 選出区分
会　長 中野久美子 地域代表
副会長 山下　正夫 地域代表
副会長 進藤　昌子 民生委員
理　事 六川　紀子 民生委員
　〃 渡辺　宏子 民生委員
　〃 樽井清津子 民生委員
　〃 樫本　詔治 民生委員
　〃 半田　孝代 民生委員
　〃 北田　花子 地域代表
　〃 五味　正義 地域代表
　〃 段谷　泰孝 地域代表
　〃 久下　　馨 地域代表
　〃 長谷川則光 学校・園代表
　〃 阪口　忠之 関係団体
　〃 堺　　　孰 関係団体
　〃 石川　淳朗 関係団体
　〃 波多野正和 関係団体
監　事 堀　　晃二 地域代表
　〃 池田　秀子 地域代表
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簿

赤い羽根共同募金は、
寄付した方々の地域、
芦屋の福祉活動に
活かされる寄付金です。

街頭募金の日時及び活動場所街頭募金の日時及び活動場所
10月1日（水）　共同募金委員会（役員・委員）及び社協役員
 8：30～　9：30 阪急芦屋川駅・JR芦屋駅、阪神芦屋駅、阪神打出駅
 10：00～11：00 スーパーマルハチ南芦屋浜店
 10：30～11：30 いかりスーパー芦屋店
  パル・ヤマト芦屋店
 11：00～12：00 ダイエー芦屋浜店、コープ浜芦屋店
  ピーコックストア芦屋南宮店

10月4日（土）　芦屋スカウト育成会
 10：00～11：30 JR芦屋駅周辺

10月18日（土）　市立３中学校生徒会
 10：30～12：00 JR芦屋駅周辺

平成26年度の目標額 11,800,000円

共同募金委員会の委員、協力委員、職員が募金のお願いに伺いますので、ご協力をお願いします。
●みなさまのご家庭やお店、学校、職場へ　　●駅やスーパーなどの街頭へ

あなたの募金が芦屋で活かされるあなたの募金が芦屋で活かされる

募金活動期間：10月1日 ～ 12月31日
（一般募金：10,000,000円　歳末たすけあい募金：1,800,000円）（一般募金：10,000,000円　歳末たすけあい募金：1,800,000円）

　8月31日（日）兵庫県の合同防災訓練が芦屋市内で実施されました。
　社協が入っている芦屋市保健福祉センターは災害時、福祉避難所
や災害ボランティアセンターの拠点となる場所です。社協は災害ボ
ランティアセンターの設置運営の役割を担っています。このため、
社協は災害時を想定しての災害ボランティアセンター設置訓練を企
画し合同防災訓練に参加しました。
　防災訓練当日は民生児童委員・福祉推進委員約60名の方々にご協
力いただき、被災者役とボランティア活動者役とに分かれ、災害ボ
ランティアセンターとしての受け入れ訓練をしました。
　訓練内容は、ニーズ把握担当が被災者役から被災状況とボランテ
ィアに協力してもらいたい事柄を聞き取り、ボランティア受付担当
がボランティア役から活動内容・氏名等の登録を受け付けます。マ
ッチング・オリエンテーション担当が両者の情報をマッチングさせ、
状況説明をして、資機材担当から資機材を受け取り模擬活動に行っ
ていただきました。
　被災者役の方からは「ボランティアセンターで受け付けてもらえ
ないニーズについてどこに相談したらよいかの情報が必要」、「災害
時などの困った時にこそ総合相談が重
要」などの意見をいただきました。ご
協力いただいたみなさまありがとうご
ざいました。
　社協では今後も継続してこのような
訓練に取り組んでいきたいと思います。

●丹波市豪雨災害義援金 …………………10月29日（水）まで
　兵庫県共同募金会を通じ被災者へお届けします
●長野県南木曽町豪雨災害義援金 … 平成27年3月31日（火）まで
　長野県共同募金会を通じ被災者へお届けします
●徳島県台風11・12号災害義援金 ………10月31日（金）まで
　徳島県共同募金会を通じ被災者へお届けします
●京都府豪雨災害義援金 …………………10月31日（金）まで
　京都府共同募金会を通じ被災者へお届けします
●広島県大雨災害義援金 …………………12月24日（水）まで
　広島県共同募金会を通じ被災者へお届けします

　被災地へボランティア活動に行く場合、事前に共済に加入し
てから行くことをお勧めします。現在は被災地へ赴くボランテ
ィア活動者向けに災害特例が発効されていますので、加入即日、
共済が発効されます（通常は加入翌日の発効）。
　　　市民活動災害共済プラン　1名につき500円
　　　天災危険補償プラン　　　1名につき600円
●お問い合わせ：社協ボランティア活動センター　TEL：0797－32－7525

義援金へのご協力をお願いします

兵庫県ボランティア・
　　　市民活動災害共済加入ご案内

いずれの義援金も社協ボランティア活動センター窓口で受け付けて
います。振込希望の場合はお問い合わせください。
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〔広告〕公益社団法人  芦屋市シルバー人材センター公益社団法人  芦屋市シルバー人材センター
〒659-0062  芦屋市宮塚町２-２ 「はつらつ館」 〒659-0062  芦屋市宮塚町２-２ 「はつらつ館」 

 就業会員募集！  お仕事募集！
生涯現役！ 60歳以上の元気な高
齢者募集中です。あなたの力を地
域支援に役立てませんか？ 
（毎月第2火曜・入会説明会・要事前申込）

誰に頼んだらいいのかしら？ 
暮らしの中のお困りごとはあ
りませんか？小さなことでも、
まずはご相談下さい！  

まずはお電話でお問い合わせ下さい！　TEL32－1414

岩園地区福祉委員会　代表　松永　慶子
岩園地区福祉委員会の取り組みについて岩園地区福祉委員会の取り組みについて
各地区福祉委員会コーナー各地区福祉委員会コーナー各地区福祉委員会コーナー

　岩園地区は5町で民生児童委員と福祉推進委員合わせ
て28名で活動しています。
　福祉委員会では、地域の情報交換や、手話の勉強、
アイマスクの体験をしたり、下校パトロールや安否確
認、各種の施設見学にも、積極的に取り組んでいます。
　また、恒例になっているお花見会には、毎年喜んで
参加して下さる高齢者も多く、今年は、落語と腹話術を楽しんで頂きました。
　その他、各町毎に工夫して、高齢者の集いも開催。そこに参加することで「地域の
友達ができました」と、喜んで下さる参加者もおられ、私たちも嬉しく思っております。
　そして、生きがいデイサービスでは、“寄せ植え教室”“リズム体操”“ゲーム”や、皆
で歌を歌ったりと、高齢者にも参加して頂ける内容にしようと考えております。
　ますます高齢者が増え、無縁社会の広がりが懸念される昨今、地域の皆さんに、ご
自宅で安心して生活して頂くために、皆が支え合える地域作りを目指して、岩園地区
の福祉委員会の活動を通して、取り組んで参りたいと思います。

　母子(父子)、寡婦のお母さんたちが、ネットワーク作りをし
ています。
　福祉制度の情報を提供したり、悩み事を相談したり、お子
さんと一緒に参加できる行事などを開催しています。
　語り合える仲間づくりの輪に参加しませんか？

「白菊会」のご紹介
　しょうがいスポーツを通して、一緒に交流し
ませんか。パラリンピックでの種目など様々な
スポーツが体験できます。是非、ご参加ください。

●開催日：偶数月  第3火曜  13：30～15：30
　　　　　奇数月  第3土曜  13：30～15：30

※11月は、「芦屋市障がい者とのふれあい市民運動会」
と重なるため、11月8日（土）に開催致します。

●内　容：風船バレー・ボッチャ・サウンドテーブルテニス　他
●場　所：保健福祉センター　運動室　　●参加料：無料
●持ち物：飲み物（水分補給のため）、動きやすい服装、上靴
●対　象：市内在住、在勤、在学の方であればどなたでも
●お問い合わせ：芦屋市社会福祉協議会　TEL：0797－32－7530

しょうがい者 との スポーツ交流ひろばしょうがい者 との スポーツ交流ひろば

●お問い合わせ：芦屋市　こども・健康部
　　　　　　　　こども課　高松まで
　　　　　　　　TEL：0797－38－2045

　　　　　　　　●日　時：12月14日(日) 10：00～15：00
　　　　　　　　●場　所：保健福祉センター
年末の集い


